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１.はじめに

新入社員が社会人としての第一歩を踏み出すにあたり、重要となるのは、個々の能力開発のみならず、組織の
一員としての立場や役割を正しく理解し、周囲との関係性の中で価値を発揮できる人財へと育成していくことだ
と考えております。

育成の初期段階においては、「社会人としての意識づくり」と「組織における役割認識」を丁寧に支援することが、
その後の成長スピードと定着率を大きく左右します。
また、「個性を活かす人財育成」とは、単に個人の強みを伸ばすことではなく、組織や事業の方向性を理解した
うえで、求められる役割に応えられる力を育むことにあります。
そのプロセスを通じてこそ、個々の特性や強みが、組織の成果へとつながっていくものと考えております。

近年、AI技術の急速な進展により、知識習得や定型業務の効率化は加速しています。
その一方で、AIを活用しながらも、自ら課題を見出し、考え、判断し、行動できる「自律型人財」の育成が、企
業にとってこれまで以上に重要なテーマとなっています。
事業戦略や組織方針を理解し、人にしか担えない創意工夫や意思決定を行える「活人（かつじん）」の育成
こそが、持続的な企業成長を支える基盤であると私どもは確信しております。

弊社では、オンライン環境においても、AI時代を見据えた実践型研修を多数実施してまいりました。ツールを活
用した実機実習に加え、双方向コミュニケーションと継続的なフォローを重視することで、受講者が受け身に留ま
らず、自ら学び、考え、行動する姿勢を段階的に身につけられる設計としております。
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一貫した育成方針のもと、「覚える」だけでなく、
「考え」「気づく」力を育てます。

私たちは、知識やスキルの習得だけでなく、その背景にある“目的”や“意図”を理解し、自ら考えて行動できる人財の育成を
重視しています。
単に正解を覚えるのではなく、状況を見極め、最適な判断と行動を導き出す力を養うこと。
それこそが、変化の激しい時代を生き抜くための真の学びであると考えます。
本研修では、受講者一人ひとりが自ら気づき、学びを「自分ごと」として捉えるプロセスを大切にします。
その積み重ねが、組織に新たな価値をもたらす原動力となることを、私たちは確信しています。

ａｍｉの新入社員研修ポリシー

◆マインドチェンジ

な態度から、ビジネスパーソン
の責任感と自律性を身につ
けていただきます。
企業が求める「人財」として
自分を活かせる人材を育成
します。

◆パートナーシップ

を理解し、組織の中で自らの
能力を発揮できる人材へ。
組織の中で自らの能力を発
揮できる人材へ。互いに学び
合う風土をつくり、若手社員
の離職を防ぎます。

学生に許されたモラトリアム チームワークが生み出す力
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ａｍｉの新入社員研修ポリシー

◆アドバイザー ◆パートナーシップ ◆一貫したプログラム

ひとり一人の個性を見極め

が身につくように導きます。

「考える」
「決める」
「行動する」

経営戦略や社風を踏まえ た
うえで、人事ご担当者様のパ
ートナーとして、研修前、研修
後までを見据えるなど長期的
な視野で
取り組みます。

「自分を活かす」

人財の育成に向け、一つ一つ
のステップの連性と 継続性を
重視し、一貫性のある育成プ
ログラムを提供します。
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新入社員研修 実施方針および概要

4. 研修の進め方

基礎→応用→実践へと発展的学びを積み上げる。

段階的プログラム構成

現場課題を題材に、思考力・判断力・行動力を
実践的に育成。

実務連携

オンライン・対面を組み合わせ、主体的参加を促す
ディスカッションを重視。

双方向型学習

受講後もOJT・メンター制度等を通じ、定着と自律的
成長を支援。

フォローアップ
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新入社員社員研修の概要

0→1 要件定義

1→9
決められた作業を
実行効率化・自動化

0→1 アイデアを創出

9→10 仕上げ（品質確認・最終判断）

重点的に実施

AIは新入社員研修全体で活用し
ます。IT基礎の冒頭でAIの使い
方を学び、講義や演習の中で積
極的に利用します。質問対応や
演習支援などを通じて、AIを使い
こなす力を養います。

AI活用

ワークや総合演習を通じて実践的
に学びます。「ソリューションを磨くな、
ペインを磨け」を意識し、顧客課題
を正確に把握する力を育てます。
顧客理解から価値創出につなげる
実践型の取り組みを行います。

科目ごとに目標を設定し、テストと
演習でスキルを可視化します。日
報で確認・対策を行い、PDCAを
回す習慣を身につけます。座学3
割・演習7割の構成で、目標に応
じた課題に主体的に取り組みます。

9→10：テスト（品質）

9→10 仕上げ（品質確認・最終判断）

AI時代の人間とAIの役割分担として

CX・DX実践 PDCA

人間の役割AIの役割
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（例）カリキュラム構成（全体像）

カリキュラム レベル 日程 考え方

IT基礎

初心 3日 演習中心で楽しみながらITに親しむ

基礎 2日 基本情報午前の内容＋データベース

応用 1日 ストラテジ系、マネジメント系＋最新動向

インフラ
アーキテクチャー

初心 4日 ネットワーク構成図演習を実施しないため1日減

基礎 5日 インフラの全体像・役割を理解する
ネットワーク構成図演習を実施

応用 5日

プログラミング

初心 17日 お客様起点力やCX含む、総合演習で必要となる全知識を
レベルに合わせてしっかりと学ぶ

基礎 16日

応用 14日

総合演習

初心 15日 小規模Webアプリ構築で工程全体を体験

基礎 16日 中規模Webアプリ構築で工程全体を体験

応用 19日 大規模Webアプリ構築。Gitによるチーム開発も実施

全日程は、全レベル３９日間。
初心、基礎、応用で、それぞれのレベルに適切な日程を設ける。
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（例）カリキュラム構成（全体像）

7

■レベル変更の対応

受講態度、テスト結果、日報等から講師が受講生個々のレベルを把握の上、以下の対応とします。

・下位→上位：受講生本人が、日報にて申告。それをうけ、講師が個別面談、レベル変更の
   可否と、可の場合はタイミングを決定する。
・上位→下位：講師から声がけし、受講生と面談を実施しレベル変更の意向確認と、タイミング
   を決定する。

IT基礎
インフラ
アーキテクチャー

プログラミング 総合演習

初心 ３日 4日 17日 15日

基礎 2日 5日 16日 16日

応用 1日 5日 14日 19日

39日目
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■AI活用

■受講生の出社形態への対応

研修設計の考え方

質問に対してテキスト参照ページ
や説明を回答。

質問対応エージェント

必須問題が解き終わったら、受講
者ごとの演習進捗やテスト結果、
目標等を参照し、受講者に適した
レベル・内容の問題作成（「ストレ
ッチゾーン」課題）。

質問対応エージェント

演習問題の回答をアップロード。回
答に問題があればAIが指摘、ヒン
トを出す。回答状況を記録。

演習採点エージェント

• 全員集合と全員リモートの週を設けます。
• IT基礎、プログラミング、総合演習の第１週目は全員が集合し、研修の目的とゴールを確

実に共有します。また、講師と受講生の関係を築くとともに、講師がそれぞれの受講生のレ
ベルを把握して、円滑かつ効果的な進捗を目指します。
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受講生

9

運営の進め方

講義内でフォロー 朝夕ミーティング

受講生状況を
フィードバック

講師/サブ講師

貴社担当者AI

PM/CM

LMS

• 学習・進捗状況確認
• 理解度確認

• 学習・進捗状況確認
• 理解度確認• 日報・課題提出

• 学習・進捗状況確認
• テスト実施

AIが課題採点・日報分析
• 学習・進捗状況確認
• 理解度確認

遅れている受講生の
心のケアから、フォローまで実施
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（例）IT基礎

■全体の特徴
・AIを活用し、自律的に学習できるよう講義を進めていく。
・ITについて、楽しく学び、関心を高め、学習意欲向上を計る。

【初心クラスの特徴】
自社ECサイト（Amazon）へのアクセスし、ショッピングをするまでの過程をストーリーをもとに研修を進める
ことで、身近な事例からITについての基礎知識を習得できる。

【基礎クラスの特徴】 初心クラスの題材をもとに、基本情報の出題範囲を広く学習する。

【応用クラスの特徴】

ストラテジ、マネジメントの知識を中心に、以下の内容を習得できる。
• ITを活用して事業をどう成長させるか組織運営の仕組みとIT戦略の位置づけ安全で信頼性の高い

情報社会を実現するための知識
• プロジェクトリーダーの役割とメンバーの役割について
• プロジェクトの進め方について

■ゴールイメージ

• システムで利用される技術、機器、
仕組みについて理解することができる。

• 経営の目的 → 戦略 → 施策 → IT
活用の流れを説明できるようになる。

• 基本情報の出題範囲を網羅的に学
習し、理解することができる。

• 企業活動とプロジェクトについて理解
し、CX向上やDX活用について検討
できるようになる。

初心クラス 基礎クラス 応用クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

生成AIの利活用基礎 1時間
生成AIの概要を理解し、活用方法
を習得します。

1. 言語系生成AIと検索の違い
2. プロンプトエンジニアリング
3. 生成AI使用上の注意点

ストラテジ・マネジメン
ト基礎

1日間

• 企画、戦略、損益分岐、法律
（個人情報保護）など社会人と
して必要な基礎知識を習得します。

• プロジェクトリーダー、メンバーとして
必要な基礎知識を習得します

• 運用保守についての基礎知識を
身につけます。

1. 企業活動
2. 経営戦略
3. 会計・財務
4. システム戦略と企画
5. プロジェクトマネジメント
6. サービスマネジメント

テクノロジー基礎 2日間

ECサイト(Amazon)へアクセスし、シ
ョッピングをするストーリーに沿いながら、
システム構成や、ネットワーク、クラウド、
セキュリティについて、ワークを中心に
楽しく学習します。

1. ハードウェアとソフトウェア
2. ネットワーク
3. データベース
4. システム開発
5. セキュリティ基礎
6. クラウド・仮想化
7. 最新技術動向

合計日数 3日間

■概要
➢ 生成AIの利用方法を学習し、今後の研修で活用できるようにする
➢ ITパスポートの出題範囲をもとに、ITの全体像と基礎知識を理解する
➢ システム構成をバラバラに学習するのではなく、ECサイトへのアクセスをもとに、ストーリーに沿いながら楽しく学習する

（例） IT基礎カリキュラム 初心クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

生成AIの利活用基礎 1時間
生成AIの概要を理解し活用方法を
習得します。

1. 言語系生成AIと検索の違い
2. プロンプトエンジニアリング
3. 生成AI使用上の注意点

ストラテジ・マネジメン
ト基礎

1日間

• 企画、戦略、損益分岐、法律
（個人情報保護）など社会人と
して必要な基礎知識を習得します。

• プロジェクトリーダー、メンバーとして
必要な基礎知識を習得します。

• 運用保守についての基礎知識を
身につけます。

1. 企業活動
2. 経営戦略
3. 会計・財務
4. システム戦略と企画
5. プロジェクトマネジメント
6. サービスマネジメント

テクノロジー基礎 1日間

初めにECサイト(Amazon)へアクセ
スし、ショッピングする際のシステムの全
体像を学習し、テクノロジー項目を詳
細に学習します。

1. ハードウェアとソフトウェア
2. ネットワーク
3. データベース（SQL含む）
4. システム開発
5. セキュリティ基礎
6. クラウド・仮想化
7. 最新技術動向

合計日数 2日間

■概要
➢ 生成AIの利用方法を学習し、今後の研修で活用できるようにする
➢ ITの全体像と基礎知識を理解する（基本情報の範囲）
➢ 事例をもとに、基本情報の出題範囲を説明できるようになる

（例） IT基礎カリキュラム 基礎クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

生成AIの利活用基礎 1時間
生成AIの概要を理解し活用方法を
習得します。

1. 言語系生成AIと検索の違い
2. プロンプトエンジニアリング
3. 生成AI使用上の注意点

ストラテジ・マネジメン
ト基礎

5時間

• 企画、戦略、損益分岐、法律
（個人情報保護）など社会人と
して必要な基礎知識を習得します。

• プロジェクトリーダー、メンバーとして
必要な基礎知識を習得します。

• 運用保守についての基礎知識を
身につけます。

1. 企業活動
2. 経営戦略
3. 会計・財務
4. システム戦略と企画
5. プロジェクトマネジメント
6. サービスマネジメント

テクノロジー基礎 1時間
キーワードから1つの課題を選択し、
生成AIを活用して調べ発表をします。

1. 最新技術動向

合計日数 1日間

■概要
➢ 生成AIの利用方法を学習し、今後の研修で活用できるようにする
➢ 企業活動について理解する
➢ プロジェクトの進め方から、リーダーシップについて理解する
➢ 最新動向について、AIと対話し内容を発表する

（例） IT基礎カリキュラム 応用クラス



Copyright © 2025 ami Inc. All Rights Reserved 14

（例）インフラアーキテクチャー

■全体の特徴
・初心、基礎コースで実習や演習を実施。
・講義範囲は全コース共通（必須項目＋必要なオプション項目を実施）クラスにより演習内
容を調整。

zzzzzzzzzzzz

講義内容を概要レベルで理解できるよう、講義
内容と演習内容を調整。

初心クラス zzzzzzzzzzzz

カリキュラム（案）内容を実施。
理解度が高い受講生は、オプション問題を実施。

基礎・応用クラス

■ゴールイメージ

※初心クラスは、解答コマンドを用意し、動作確認を最低ゴールとする。

• ネットワーク構築：ネットワークの原理原則が
理解できる。

初心クラス

• サーバ構築：サーバの役割を理解できる。オン
プレとクラウドの違いを理解できる。

• ネットワーク構築：ネットワークについての原理原則、
通信技術、NW機器設定の概要について理解でき
る。サーバ構築：サーバの役割、オンプレとクラウドの
違い、各種サーバ設定の概要について理解できる。

基礎・応用クラス

• ネットワーク構成図設計：システム構成図を作
成するための構成要素、機器の役割を理解できる。
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（例）インフラアーキテクチャ実習例

■ネットワーク構築実習

・ICMPネットワークコマンド（ping、ipconfig等）
・パケットトレーサーによるプロトコル確認（Wiresharkによるヘッダの確認）
・スタティックルーティングの設定（エミュレータによるルーティング設定）
・ダイナミックルーティングの設定（RIP設定） ※応用クラスはOSPF
・スタティックVLANの設定（エミュレータによるスタティックVLANの設定）
・トランク接続の設定（エミュレータによるカスケード接続とトランク接続の設定）
※初心者クラス未実施

・L3SWを用いた、VLA間ルーティング（エミュレータによるVLAN間ルーティング設定）

■サーバ構築実習

・Linuxの基本コマンド
※初心者クラスは、回答コマンドを用意し、動作検証をゴールとする。
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■概要
➢ システム構成に必要となる基盤技術（ネットワーク・サーバ）を理解する
➢ システムのセキュリティや運用について理解する
➢ 簡単なシステム構成図をイメージできる

研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

インフラアーキテクチャ
とは何か

0.5時間
インフラアーキテクチャとは何かを学習
します。

1. インフラアーキテクチャとは
2. インフラを構成する機器・技術
3. 代表的なインフラアーキテクチャ

ネットワーク構築 2日間

システムを構成する基盤技術について、
概要を理解し、通信における原理原
則を理解します。実習や演習を通じ
て、ネットワークについての基礎知識を
習得します。

1. コンピュータネットワークとプロトコル
2. ネットワークインターフェイス層
3. インターネット層
4. トランスポート層
5. アプリケーション層
6. ネットワークセキュリティ

サーバ構築 1日間

サーバの役割と、主要なサーバの特徴
を理解します。サーバの基礎コマンドに
ついて理解します。クラウド、仮想化
技術の基礎技術を理解します。

1. サーバ基礎
2. クラウド基礎
3. サーバOS基礎
4. クラウド・仮想化技術

セキュリティ・運用 1日間

セキュリティ技術や、システムの運用監
視について理解します。
簡単な、システム構成図を作成し、シ
ステムの構成要素を理解します。

・システム監視基礎
・システム運用基礎
・セキュリティ基礎

合計日数 4日間

7. WANサービス
8. 無線LAN
9. ルーティングの設定
10. VLANの設定

（例）インフラアーキテクチャカリキュラム 初心クラス
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（5：5）

1日目

1．コンピュータネットワークと通信プロトコル
・コンピュータネットワークの変遷・インターネットワーキング環境
・プロトコル・プロトコルの標準化・OSI参照モデル・カプセル化
・TCP/IPモデルのデータ受け渡し手順・TCP/IPの標準化

2．ネットワークインターフェイス層
・ネットワークインターフェイス層の役割・LAN・WANの規格
・ネットワークトポロジ・Ethernet・デバイスの動作階層
・ネットワークインターフェイス層のデバイス・通信時のあて先指定
・コリジョンドメインとブロードキャストドメイン・VLAN

3．インターネット層
・インターネット層の役割

3．インターネット層（続き）
・IPアドレス・ルーティング・アドレス変換・DHCP・ICMP・ARP ★
・IPヘッダの構成 ★

4．トランスポート層
・トランスポート層の役割・ポート・TCPとUDP・TCPヘッダ・制御ビット
・コネクションの確立と開放 （3wayハンドシェイク）・ウィンドウ制御
・UDPヘッダ・TCPとUDPの比較 ★

5．アプリケーション層
・アプリケーション層の役割・サーバとクライアント・ピアツーピア
・Well-knownポート・名前解決・HTTPとHTTPS・SMTPとPOP
・FTP ・TELNETとSSH ★

2日目

6．ネットワークセキュリティ
・セキュリティの重要性・不正アクセスの目的と手段
・セキュリティ対策・ファイアウォール・プロキシ（Proxy）・IDS

7．WANサービス
・通信事業者との接続・主なWANサービス・専用線・ISDN
・広域Ethernet・IP-VPN・xDSL・FTTH 

8．無線LAN
・無線LANの特徴・無線LANの規格・無線LANの通信方式
・企業でのWi-Fi利用・その他の無線技術

9. ルーティング設定 ★
・ルーティングの概要
・スタティックルーティングの設定
・ダイナミックルーティングの設定

10．VLAN設定 ★
・VLANの概要
・VLANの設定
・VLAN間ルーティング
・ルータとL3スイッチ

※★は、ハンズオン形式の実機操作を実施

 

A
M

P
M

（例）ネットワーク基礎カリキュラム 初心クラス

17
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（5：5）

A
M

P
M

（例）サーバー基礎カリキュラム 初心クラス

1日目

1．サーバ基礎
・情報システムと処理形態
・サーバの実体・形状
・サーバ用OS
・代表的なサーバの種類と特徴
・サーバの運用方法

2.クラウド基礎 
・クラウドコンピューティングのメリット
・クラウドコンピューティングの分類
・SaaSサービスの活用例
・主要なパブリッククラウドインフラ事業者
・オンプレとクラウドの違い

3．サーバ構築基礎 ★
・Linuxの基本コマンド
・シェル
・テキストエディタ
・ユーザ管理
・パーミッション
・パッケージ管理・圧縮と解凍
・プロセス・デーモンプログラム

18
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（7：3）

A
M

P
M

（例）セキュリティ・運用基礎カリキュラム 初心クラス

1日目

1．セキュリティ基礎
・情報セキュリティ
・暗号技術（暗号化、証明書、TLS）
・セキュリティ装置（ファイアウォール、IPS・IDS、WAF）
・資産管理

2．監視基礎
・監視とは
・SLA
・SLO
・SLI

・ログ技術
・アラート設計と運用
・バックアップとリストア

3．システム構成基礎
・システム構成要素

19
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■概要
➢ システム構成に必要となる基盤技術（ネットワーク・サーバ）を理解する
➢ システムのセキュリティや運用について理解する
➢ システム構成図を作成するための技術や構成を理解する

研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

インフラアーキテクチャとは
何か

0.5時間 インフラアーキテクチャとは何かを学習します。
1. インフラアーキテクチャとは
2. インフラを構成する機器・技術
3. 代表的なインフラアーキテクチャ

ネットワーク構築 2日間

システムを構成する基盤技術について、概
要を理解し、通信における原理原則を理
解します。実習や演習を通じて、ネットワー
クについての基礎知識を習得します。

1. コンピュータネットワークとプロトコル
2. ネットワークインターフェイス層
3. インターネット層
4. トランスポート層
5. アプリケーション層
6. ネットワークセキュリティ

サーバ構築 1日間

サーバの役割と、主要なサーバの特徴を理
解します。サーバの基礎コマンドについて理
解します。クラウド、仮想化技術の基礎技
術を理解します。

1. サーバ基礎
2. クラウド基礎
3. サーバOS基礎
4. クラウド・仮想化技術

セキュリティ・運用 1日間
セキュリティ技術や、システムの運用監視に
ついて理解します。

・システム監視基礎
・システム運用基礎
・セキュリティ基礎

総合演習 1日間
システム構成図を作成するための技術や、
構成について学びます。

1. システム構成の概要
2. 冗長化
3. Web3層システム
4. システム構成図作成演習

合計日数 5日間

7. WANサービス
8. 無線LAN
9. ルーティングの設定
10. VLANの設定

（例）インフラアーキテクチャカリキュラム
基礎応用クラス
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（5：5）

1日目

1．コンピュータネットワークと通信プロトコル
・コンピュータネットワークの変遷・インターネットワーキング環境
・プロトコル・プロトコルの標準化・OSI参照モデル・カプセル化
・TCP/IPモデルのデータ受け渡し手順・TCP/IPの標準化

2．ネットワークインターフェイス層
・ネットワークインターフェイス層の役割・LAN・WANの規格
・ネットワークトポロジ・Ethernet・デバイスの動作階層
・ネットワークインターフェイス層のデバイス・通信時のあて先指定
・コリジョンドメインとブロードキャストドメイン・VLAN

3．インターネット層
・インターネット層の役割

3．インターネット層（続き）
・IPアドレス・ルーティング・アドレス変換・DHCP・ICMP・ARP ★
・IPヘッダの構成 ★

4．トランスポート層
・トランスポート層の役割・ポート・TCPとUDP・TCPヘッダ・制御ビット
・コネクションの確立と開放 （3wayハンドシェイク）・ウィンドウ制御
・UDPヘッダ・TCPとUDPの比較 ★

5．アプリケーション層
・アプリケーション層の役割・サーバとクライアント・ピアツーピア
・Well-knownポート・名前解決・HTTPとHTTPS・SMTPとPOP
・FTP ・TELNETとSSH ★

2日目

6．ネットワークセキュリティ
・セキュリティの重要性・不正アクセスの目的と手段
・セキュリティ対策・ファイアウォール・プロキシ（Proxy）・IDS

7．WANサービス
・通信事業者との接続・主なWANサービス・専用線・ISDN
・広域Ethernet・IP-VPN・xDSL・FTTH 

8．無線LAN
・無線LANの特徴・無線LANの規格・無線LANの通信方式
・企業でのWi-Fi利用・その他の無線技術

9. ルーティング設定 ★
・ルーティングの概要
・スタティックルーティングの設定
・ダイナミックルーティングの設定

10．VLAN設定 ★
・VLANの概要
・VLANの設定
・VLAN間ルーティング
・ルータとL3スイッチ

※★は、ハンズオン形式の実機操作を実施

 

A
M

P
M

（例）ネットワーク基礎カリキュラム
  基礎・応用クラス
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（5：5）

A
M

P
M

（例）サーバ基礎カリキュラム 基礎・応用クラス

1日目

1．サーバ基礎
・情報システムと処理形態
・サーバの実体・形状
・サーバ用OS
・代表的なサーバの種類と特徴
・サーバの運用方法

2.クラウド基礎 
・クラウドコンピューティングのメリット
・クラウドコンピューティングの分類
・SaaSサービスの活用例
・主要なパブリッククラウドインフラ事業者
・オンプレとクラウドの違い

3．サーバ構築基礎 ★
・Linuxの基本コマンド
・シェル
・テキストエディタ
・ユーザ管理
・パーミッション
・パッケージ管理・圧縮と解凍
・プロセス・デーモンプログラム

22
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

2日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（7：3）

A
M

P
M

（例）セキュリティ・運用基礎カリキュラム
  基礎・応用クラス

1日目

1．セキュリティ基礎
・情報セキュリティ
・暗号技術（暗号化、証明書、TLS）
・セキュリティ装置（ファイアウォール、IPS・IDS、WAF）
・資産管理

2．監視基礎
・監視とは
・SLA
・SLO
・SLI
・ログ技術
・アラート設計と運用
・バックアップとリストア

23
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研修時間

9:40～17:40

研修日数

1日

受講人数

30名程度

研修会場

貴社研修会場

研修形態

講義・実習（2：8）

A
M

P
M

（例）ネットワーク構成図作成カリキュラム
基礎・応用クラス

1日目

1．ネットワーク構成
・ネットワーク構成の概要
・冗長化
・Web3層システム

2．ネットワーク構成図作成演習 〇
・要件にあったネットワーク構成図を作成
・発表

※〇は、グループワークの演習を実施

24
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（例）プログラミング

■全体の特徴
・全員が理解できる適切なペースで総合演習で必要となる必須知識をしっかり身につける。
・演習中心で実施。自分で立てた目標に沿って自主的に演習を進める。

【初心クラスの特徴】
・アルゴリズムなどプログラミングの基本となる考えをじっくり身につける。
・基本的な演習を繰り返すことでプログラミングの楽しさを味わう。

【基礎クラスの特徴】
・Webアプリケーション構築に必要な知識を身につける。

【応用クラスの特徴】
・豊富な問題を用意し、自主的に問題を解きながらWebアプリケーション構築に必要な知識を身につける。
・余裕がある受講者は、自由課題を解くことで自ら要件定義を行ないお客様起点力で考える習慣を身に
つける。

■ゴールイメージ

• アルゴリズムの基本的な考え方を身に
つける。

• 基本的なPythonプログラムが作成
できる。

• Webアプリケーション構築の知識を身
につける。

• 独力でWebアプリケーションが構築で
きるようになる。

• 独力でWebアプリケーションが構築で
きるようになる。

• お客様力起点で考える習慣を身につ
ける。

初心クラス 基礎クラス 応用クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

アルゴリズム 3日間
Draw.ioを使ったフローチャートの作
成、および、Scratchを使った演習

・条件分岐、ループを含む基本的なアルゴリズム

Python基礎 4日間
Pythonの基本的な文法を基本的な
演習中心で学ぶ

1. 変数、データ型 2. if文、forループ
3. リスト、辞書 4. 関数定義、モジュール利用

データベース 1日間 基本的なSQLの習得
1. SELECT文 2. INSERT, UPDATE, DELETE
3. トランザクション管理 4. 正規化

HTML/CSS 2日間 基本的なWebページの作成方法 1. HTMLの基本 2. CSSの基本

Flask 3日間
Flaskを使ったWebアプリ構築の基礎
を学ぶ

1. ルーティング 2. テンプレートエンジンの基本
3. フォーム処理 4. データベース連携

テスト技法 1日間
テスト工程、テストケースの作り方など
基本的なテスト技法を学ぶ

1. テスト工程 2. テストの種類
3. テストケース作成方法

お客様力起点 1日間
3C分析、顧客課題の発見、顧客価
値の提案などをケースを使って学ぶ

1. 3C分析 2. 顧客課題の発見
3. 顧客価値の提案

システム開発の進め
方

2日間
総合演習で使用するフォーマットを使
って要件定義から試験までの進め方
を学ぶ

1. 要件定義 2. 外部設計
3. 内部設計 4. 実装
5. テスト

合計日数 17日間

■概要
➢ Scratchを活用し、楽しみながらアルゴリズムの基本的な考え方に慣れ親しむ
➢ 総合演習で必要な知識をすべて学習し、初心クラスメンバーだけで総合演習が実施できるスキルを身につける

（例）プログラミングカリキュラム 初心クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

アルゴリズム 2日間
Draw.ioを使ったフローチャートの作
成、および、Scratchを使った演習

・条件分岐、ループを含む基本的なアルゴリズム

Python基礎 4日間
Pythonの基本的な文法を演習中
心で学ぶ

1. 変数、データ型 2. if文、for・whileループ
3. リスト、辞書 4. 関数定義、モジュール利用

データベース 1日間 基本的なSQLの習得
1. SELECT文 2. INSERT, UPDATE, DELETE
3. トランザクション管理 4. 正規化

HTML/CSS 2日間 基本的なWebページの作成方法 1. HTMLの基本 2. CSSの基本

Flask 3日間
Flaskを使ったWebアプリ構築の基礎
を学ぶ

1. ルーティング 2. テンプレートエンジンの基本
3. フォーム処理 4. データベース連携

テスト技法 1日間
テスト工程、テストケースの作り方など
基本的なテスト技法を学ぶ

1. テスト工程 2. テストの種類
3. テストケース作成方法

お客様力起点 1日間
3C分析、顧客課題の発見、顧客価
値の提案などをケースを使って学ぶ

1. 3C分析 2. 顧客課題の発見
3. 顧客価値の提案

システム開発の進め
方

2日間
総合演習で使用するフォーマットを使
って、要件定義から試験までの進め
方を学ぶ

1. 要件定義 2. 外部設計
3. 内部設計 4. 実装
5. テスト

合計日数 16日間

■概要
➢ Scratchを活用し、楽しみながらアルゴリズムの基本的な考え方をしっかりと身につける
➢ 総合演習で必要な知識をすべて学習し、総合演習で中規模程度のWebアプリを構築できるスキルを身につける

（例）プログラミングカリキュラム 基礎クラス
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研修名 期間 研修概要 カリキュラム（案）

アルゴリズム 1日間 Draw.ioでのフローチャートの作成 ・基本アルゴリズム＋ソート等の代表的なアルゴリズム

Python 3日間 Pythonの文法を一通り学ぶ
1. 変数、データ型 2. if文、for・whileループ
3. リスト、辞書、タプル 4. 関数定義、モジュール利用
5. エラー処理 6. オブジェクト指向

データベース 1日間 SQLおよび正規化を学ぶ
1. INSERT, UPDATE, DELETE  2. JOIN
3. トランザクション管理 4. 正規化

HTML/CSS 1日間 基本的なWebページの作成方法 1. HTMLの基本 2. CSSの基本

Flask 3日間
Flaskを使ったWebアプリ構築の基礎
を学ぶ

1. ルーティング 2. テンプレートエンジンの基本
3. フォーム処理 4. データベース連携

Git 1日間 基本的なGitの使い方を学ぶ
1. バージョン管理とは 2. リポジトリ作成 3. ステージング
4. ブランチ、マージ、コンフリクト解消

テスト技法 1日間
テスト工程、テストケースの作り方など
基本的なテスト技法を学ぶ

1. テスト工程 2. テストの種類
3. テストケース作成方法

お客様力起点 1日間
3C分析、顧客課題の発見、顧客価
値の提案などをケースを使って学ぶ

1. 3C分析 2. 顧客課題の発見
3. 顧客価値の提案

システム開発の進め
方

2日間
総合演習で使用するフォーマットを使
って、要件定義から試験までの進め
方を学ぶ

1. 要件定義 2. 外部設計
3. 内部設計 4. 実装
5. テスト

合計日数 14日間

■概要
➢ 総合演習で必要な知識をすべて学習し、総合演習でCXを考慮した大規模Webアプリを構築できるスキルを身につける

（例）プログラミングカリキュラム 応用クラス
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（例）総合演習

■特徴
• 定量的なグループ目標と個人目標（役割に応じた目標、技術目標）を設定し、目標を

意識しながら要件定義から総合試験までを体験する。
• 講師がお客さま役・上司役を担い、ロールプレイング型で演習を実施する。
• 3C分析およびカスタマージャーニーマップ作成通じ、お客様の課題を発見する。課題から提

供するCX（顧客体験）を提案し、お客様と合意形成を図った後、要件定義につなげる。

・1テーブル程度の小規模なWebアプリ
ケーションの開発を体験する。
・小規模ながらもチームでシステムを完
成させたという達成感を味わい、システム
開発の楽しさを体感する。

初心クラス

・簡易ECサイトのような中規模のWeb
アプリケーションの開発を体験する。
・チームでのシステム開発を体験し、シス
テム開発の楽しさ、難しさを体感する。

基礎クラス

・ホテル予約サイトや、社員ポータルサイ
トのような大規模のWebアプリケーション
開発を体験する。
・チームでのシステム開発を体験し、シス
テム開発の楽しさ、難しさを体感する。

応用クラス

■ゴールイメージ
・全クラス共通
ーお客様起点で課題を発見、新たなCXを提案しお客様と合意形成を図ったうえで要件

定義を行なう。
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チーム構成
5人（6人）×6チーム

（例）総合演習 チーム内役割分担

チームリーダー (1名)

チーム全体のまとめ役

テクニカルリーダー (1名)

技術面でチームをサポート

進捗管理 (1名)

スケジュール把握、遅れの対策

品質管理 (1名)

品質目標設定、レビュー・試験

構成管理 (1名)

ドキュメント、コード管理

渉外調整 (0～1名)

上司、お客様対応等

役割に応じた目標設定を行なう
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ワークの進め方

カリキュラム内で学習した内容を定着させるため、３C分析とCX向上を、ワークを使って実
施します。技術レベルを問わない内容のため、クラスを超えてグループを構成します。

目的 お客様起点力、CXデザインの意識を高める

ワーク1
CX向上

・身近なCXのよいサービスを列挙→CXとその背後にある課題を列挙
・身近なCXの悪いサービスを列挙→背後にある課題を列挙→課題を解決する
CXを提案→UIを提案

ワーク2
3C分析

・身近なCXのよいサービスを列挙→CXとその背後にある課題を列挙
・身近なCXの悪いサービスを列挙→背後にある課題を列挙→課題を解決する
CXを提案→UIを提案

グループ構成 ・初心・基礎・応用の混成

実施タイミング ・総合演習前の全員出社時に2回実施
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• 各カリキュラムにおいて、「初心」と「基礎・応用」でレベルに応じたテスト問題を作成します。
• 成長度を測るため、事前テストと修了テストは同一問題とします。
• 修了テスト後に講師が解説をおこないます。
• テストは、Formsにて実施。事前テストの結果は点数のみ表示とし、修了テストは解説

も表示する。不合格者は、合格（7割）まで再テストとします。

32

（例）各種テスト

カリキュラム テスト種別 問題数 試験時間

テクニカル事前テスト 事前テスト 30 50分

IT基礎 事前／修了テスト 20 20分

事前／修了テスト 20 20分

日々テスト 5 5分

事前／修了テスト 40 60分

日々テスト 5 5分

中間テスト 20 30分

事前テスト 20 30分

修了テスト 20 30分

インフラアーキテクチャ

プログラミング

総合演習
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テキストイメージ
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（例）研修実施環境

Amazon 
Workspaces

■開発環境
仮想デスクトップ：Amazon Workspaces
エディタ：VS Code
バージョン管理：Git（応用クラスのみ使用）
DBMS：SQLite ：扱いが容易なため
オフィス製品：Microsoft Office
ブラウザ：Microsoft Edge
生成AI：Microsoft 365 Copilot

自宅
会社 会社自宅

■共有ストレージ
Box Business

Amazon 
Workspaces

Box
（共有ファイル）
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新入社員研修実績

大手キャリアグループ
様向け

実施回数 : 2018年度より毎年実施（2021年度よりオンライン実施）

研修規模 : 約30～40名×最大10クラス同時開催

研修期間 : 4月～7月、7月～12月

研修内容: IT基礎～開発演習、NW基礎～NW演習、サーバ概要～サーバ演習、
顧客サービス研修、関連法規（建業法等）、要件定義、ＰＭ基礎

SIer様向け

実施回数 : 2010年度より毎年実施（2020年度よりオンライン実施）

研修規模 : 約30名×3クラス～5クラス

研修期間 : 4月～7月

研修内容: ビジネス基礎～開発演習
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ａｍｉ実績（研修実績）１/2

AI関連（https://www.amipouvoir.co.jp/course/?skeywd=tc_iot_ai_bigdata）

• DXのためのChatGPT業務活用術（2024年度～ ）
• 生成AI徹底体験（2025年度～ ）
• DXのためのMicrosoft 365 Copilot徹底活用（2025年度～ ）
• Pythonによるディープラーニング体験（2021年度～）

テクニカル（https://www.ami-pouvoir.co.jp/course_search/#section2 ）

• IoT／AI／ビッグデータ
• クラウド／仮想化
• ネットワーク、サーバ・DB
• システム開発

資格取得（https://www.ami-pouvoir.co.jp/course_search/#section1）

• 施工管理技士、工事担任者、電気通信主任技術者
• 情報処理関連、Cisco、Lpic、PMP

DX/業務改善（https://www.ami-pouvoir.co.jp/course_search/#section3）

• 業務改善（Microsoft関連）、DX

自社オープンコース（250コース以上）
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ａｍｉ実績（研修実績）１/2

ヒューマン・ビジネス（https://www.ami-pouvoir.co.jp/course_search/#section4 ）

• プロジェクトマネジメント
• 営業スキル、コンセプチュアルスキル、コミュニケーション
• コンストラクション

新入社員／内定者（https://www.ami-pouvoir.co.jp/course_search/#section5 ）

• IoT／AI／ビッグデータ
• クラウド／仮想化
• ネットワーク、サーバ・DB
• システム開発

自社オープンコース（250コース以上）
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ａｍｉ実績（研修実績）2/2

大手キャリア様DX概要 ※3年間継続

• 8,000人規模（4クラス同時開催）
• オンライン
• DX概要

※事務局支援（事前準備からテクニカルサポートまで）

大手キャリア様Microsoft関連アプリ研修 ※3年間継続

• 1,800人規模

某省庁様主催IoTセミナー ※2年間開催

• 1,500人規模
• オフライン
• 全国で30回以上開催

1社向けコース
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（参考）研修運営実績

弊社オープンコース

実施回数 : 2008年より毎年約80コース3回開催（240開催）

研修規模 : 1開催 5名～20名

研修期間 : 各コース1日～5日間

研修内容: 研修準備（研修会議ツール設定、テキスト準備等々）、

開催案内送付、出欠確認、受講者対応、テクニカルサポート、

研修中質問対応（講義内容以外）

ＮＴＴグループ様向け

実施回数 : 2022年度より実施

研修規模 : 1開催 400～800名

研修期間 : 3か月 × 3～5回/年

研修内容: 開催案内送付、出欠確認、受講者対応、テクニカルサポート、

研修中質問対応（講義内容以外）
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A

私が講座を準備する際には、常に、「受講者のみ
なさんが知りたいのはどんな問いに対する答えだろ
う？」と自問し、その答えをお伝えできるようにして
います。ヒューマン系・ビジネス系のスキルは、デー
タ分析にしてもロジカルシンキングにしても、重要
なポイントは意外とシンプルなものです。中心とな
るポイントを繰り返しお伝えし、演習のなかで身に
つけていただきます。そのため、研修で身につけた
スキルはすぐに業務でも活用していただけます。テ
クニカル系は、絶えず新しい技術や知識が生まれ
ています。活用事例や最新情報を講座の中でお
伝えしてきます。
講座はその分野への入り口に過ぎません。面白さ
をお伝えし、さらに講座後に自ら学ぶための道筋
についてもお伝えしていきます。
PMP®、中小企業診断士、博士（学術）、情
報セキュリティスペシャリスト、ネットワークスペシャリ
スト。学習する囲碁コンピュータで博士取得後、
大手通信会社でデータ分析の研究に従事。その
後、グループ会社でサービス開発、経営企画を担
当。
現在は、ヒューマン・ビジネス系の研修からテクニカ
ル系、データ分析まで幅広く担当。情報処理資
格試験対策や新入社員研修も実績多数。

B

コンピュータの世界は、ネットワークなどカタチのな
いものですから、わかりやすく、できるだけ具体的に、
例を挙げて講義しています。人それぞれ、苦手な
分野もあるでしょうが、スタンダードな知識、技術
をマスターしながら、苦手分野を克服し、新しい
知識・技術を積極的に取り入れてほしいと思いま
す。
受講生の中には、ささいなことでも疑問に思ったこ
とは質問し、納得するまで調べるというスタンスの
方がいらっしゃいますが、そういう方には本当に頭
が下がる思いがします。ぜひ、気軽に質問してくだ
さい。これからも本質や基礎理論をわかりやすくお
話しできるように引き続き取り組み、資格講座で
は受講生の合格の報を聞くために、親身なサポー
トをしていきます。

メーカー、専門学校に勤務の後、独立し、講師
歴は15 年に及ぶ。担当コースは、Java プログラ
ミング、JSP/ サーブレット、Oracle チューニング、
建設業関連法規、施工管理と多数。

C

ネットワークやセキュリティなど、技術知識を得るた
めに大切なことは勉強したい分野について興味を
持つことだと思います。講師という仕事について25 
年になり、自分自身専門分野になっていったのは、
自分が興味を持った分野だと思います。
私が、研修を実施する上で大切にしていることは、
少しでも受講生の方に興味を持ってもらえるよう
な研修を行なうことです。限られた時間の中で、
得られる知識は限られています。研修の中で学び
きれなかったこと。それは興味により知識に変わる
と考えます。
少しでも分かりやすく、興味を持ってもらえるように
限られた時間を有効に使い受講生に技術知識
を伝えていきます。

ネットワーク関連、セキュリティ、ビジネス系関連の
分野を中心に研修を担当。また、研修カリキュラ
ムや資格試験対策研修の実績も多数。日本サ
ッカー協会指導者ライセンスも保持し、週末など
はサッカーのコーチも行なう。

※メイン講師、サブ講師につきまして、アサイン確定後の変更はございません。
（登壇できない状況が発生した場合は、ご相談させていただきます。）

※遊軍サブ講師につきまして、メイン講師レベルをアサインをいたします。

40

登壇予定講師プロフィール（参考）
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株式会社 ａｍｉ

〒103-0014

東京都中央区日本橋蛎殻町1-38-9 宮前ビルディング8F

Tel ： 03 - 6276 - 7920 Fax ： 03 - 6276 – 7185

Address：strategy2_tm@ami-pouvoir.co.jp

是非、一度ご連絡を頂けましたら幸いです。

貴社に合わせた研修（カリキュラム）を企画し、
ご提案いたします。
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